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研究の概要

岩手県二戸市の中心部にある九戸城跡は，九戸光政

が築いたもので，豊臣秀吉天下統一の最後の合戦場と

なった場所である．平成元年度(1989)から開始され

た九戸城の環境整備事業により，本丸整地層の断面に

は焼土や木炭，焼かれた生活遺物や火縄銃弾丸など戦

禍の痕跡が見られ，さらにその下位には地上で観察す

ることのできない堀跡や溝跡など，九戸城時代の遺構

が残されていることが明らかになった．本研究は，観

光誘致を目的として，バーチャルリアリティ(VR)技術

で九戸城を再現し，九戸城を含めた周辺環境の過去と

現在の様子を体験できることを実現したものである．

研究の内容

これまで行われた九戸城跡の発掘調査の結果や

史料をもとに，九戸城のイメージ図を制作し，

CGで表現可能な特徴的な部位を再現する．

a. 建造物：本丸の門と橋の礎石と同年代の史跡を

参考に，本丸と二ノ丸を中心にCGコンテンツ

を作成する．

b. 地形：地形の起伏の変化や段差を表現するため

に，5m間隔の標高データを利用し，土塁の部

分は手作業で再現する．

c. 植物：出土炭化材と花粉の分析結果から，史跡

九戸城跡の樹種が判明した．専門家と有識者と

相談しながら，その分布を再現する．

研究の成果

製作した九戸城のVRは，バーチャルリアリティ用

のHMD（HTC Vive）上で実装した．体験者がVR空

間内で自由自在に移動し，コントローラを利用して，

事前に撮影した全天球映像と切り替えて現在と当時の

様子を比較することができる．体験者から，これまで

とは違う歴史体験を楽しむことができ，ガイドで説明

できない部分を補うことが期待できるという意見が多

かった．

本研究の成果は，文化財のディジタルアーカイブと

して大きな意義がある．二戸市が進めている九戸城地

域の官民連携による地方創生に寄与することが期待さ

れており，最終的に先端的観光客誘致モデルとして，

本事業を近隣観光地にも適用し，岩手県の観光産業を

活性化することができると考えられる．
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九戸城跡（くのへじょうあと）は，岩手

県二戸市福岡城ノ内にある日本の史

跡です．現存している建物はありま

せんが，現地ではガイドハウスがオ

ープンし，ボランティアガイドによる説

明を聞くこともできます．2017年7月

には“続日本100名城”に選ばれるな

ど注目を集めています．


